
(57)【要約】

【課題】　カラー装置プロファイルにおいて、クリーン

な主の、及び／又は、第２の出力カラー、を生成する。

【解決手段】　最も外側の節点に最も近い内側部分の節

点を複製する最も外側の節点を有するバッファされたカ

ラー・ルックアップ・テーブル、及び、バッファされた

カラー・ルックアップ・テーブルと対応付けられた入力

範囲より小さく、内側部分と対応付けられた入力範囲よ

り大きい、範囲を有する入力色調再製曲線、を含む色装

置プロファイル。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ ロ フ ァ イ ル 接 続 空 間 （ Ｐ Ｃ Ｓ ： profile connection space） 値 を 、 目 的 地 の （ destin
ation） 色 空 間 値 に 変 換 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 Ｐ Ｃ Ｓ 値 を 使 用 し て 、 ３ 次 元 の 各 々 の 中 で （ ０ ＋ Ｉ Ｎ Ｔ － Ｅ ０ ） か ら （ Ｍ Ａ Ｘ － Ｉ
Ｎ Ｔ ＋ Ｅ １ ） の 範 囲 を 持 つ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 入 力 を 生 成 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 入 力 及 び 前 記 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル を 用 い て 、 目 的 地 の
色 空 間 値 を 生 成 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル が 、 Ｇ × Ｇ × Ｇ 節 点
を 含 み 、 （ Ｇ － ２ ） × （ Ｇ － ２ ） × （ Ｇ － ２ ） 節 点 を 持 つ 内 側 部 分 、 及 び 、 当 該 内 側 部 分
を 囲 む [Ｇ × Ｇ × Ｇ － （ Ｇ － ２ ） × （ Ｇ － ２ ） × （ Ｇ － ２ ） ]節 点 を 持 つ 外 側 部 分 、 を 含 む
も の で あ り 、 当 該 外 側 部 分 の 当 該 節 点 が 、 当 該 内 側 部 分 の 、 対 応 す る 最 も 外 側 の 節 点 の 複
製 を 備 え る も の で あ る 、
　 ス テ ッ プ を 含 み 、
　 Ｉ Ｎ Ｔ が 、 前 記 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル の グ リ ッ ド 間 隔 で あ り 、 Ｅ ０ と Ｅ １ の 各 々 が 、
Ｉ Ｎ Ｔ よ り 小 さ く 、 Ｍ Ａ Ｘ が 正 の 整 数 で あ る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｍ Ａ Ｘ が ２ N － １ を 含 み 、 Ｎ が 、 整 数 の ８ ,１ ６ ， 及 び ２ ４ か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ
れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 入 力 及 び ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル を 用 い て 、 目 的 地 の 色 空
間 値 を 生 成 す る ス テ ッ プ が 、
　 前 記 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 入 力 及 び ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル を 用 い て 、 目 的 地 の 色 空
間 値 を 四 面 体 的 に （ tetrahedrally） 補 間 す る ス テ ッ プ を 含 み 、
　 前 記 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル が 、 Ｇ × Ｇ × Ｇ 節 点 を 含 み 、 （ Ｇ － ２ ） × （ Ｇ － ２ ） × （
Ｇ － ２ ） 節 点 を 有 す る 内 側 部 分 、 及 び 、 当 該 内 側 部 分 を 囲 む [Ｇ × Ｇ × Ｇ － （ Ｇ － ２ ） ×
（ Ｇ － ２ ） × （ Ｇ － ２ ） ]節 点 を 有 す る 外 側 部 分 、 を 備 え 、
　 前 記 外 側 部 分 の 前 記 節 点 が 、 前 記 内 側 部 分 の 、 対 応 付 け ら れ た 最 も 外 側 の 節 点 の 複 製 を
備 え る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 Ｐ Ｃ Ｓ 値 を 用 い て 、 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル を 生 成 す る ス テ ッ プ が 、
　 前 記 Ｐ Ｃ Ｓ 値 を 、 ３ × ３ マ ト リ ッ ク ス で 乗 算 し て 、 変 換 さ れ た Ｐ Ｃ Ｓ 値 を 生 成 し 、 そ し
て 、
　 色 調 の （ tonal） 再 製 カ ー ブ に 従 っ て 前 記 変 換 さ れ た Ｐ Ｃ Ｓ 値 を 調 整 し て 、 前 記 ル ッ ク
ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 入 力 を 生 成 す る 、
　 ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 内 側 部 分 の 外 側 に あ る 、 最 も 外 側 の 節 点 を 有 す る バ ッ フ ァ さ れ た カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ
・ テ ー ブ ル で あ っ て 、 当 該 最 も 外 側 の 節 点 が 、 当 該 最 も 外 側 の 節 点 に 最 も 近 い 当 該 内 側 部
分 の 節 点 を 複 製 す る 、 カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 、 及 び 、
　 バ ッ フ ァ さ れ た カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル と 対 応 付 け ら れ た 入 力 範 囲 よ り 小 さ く
、 前 記 内 側 部 分 と 対 応 付 け ら れ た 入 力 範 囲 よ り 大 き い 、 範 囲 を 有 す る 入 力 色 調 再 製 曲 線 （
curves） 、
　 を 含 む 色 装 置 プ ロ フ ァ イ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 の 開 示 は 全 体 と し て 、 プ リ ン タ ・ プ ロ フ ァ イ ル (profiles)に 向 け ら れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 カ ラ ー 装 置 プ ロ フ ァ イ ル は 、 １ つ の 装 置 の 色 空 間 の た め に フ ォ ー マ ッ ト さ れ た カ ラ ー 画
像 デ ー タ を 、 他 の 装 置 の 色 空 間 の た め に フ ォ ー マ ッ ト さ れ た 色 画 像 デ ー タ に 変 換 す る た め
に 広 く 用 い ら れ て い る 。 例 え ば 、 国 際 色 コ ン ソ ー シ ア ム (Ｉ Ｃ Ｃ )作 業 フ ロ ー は 、 モ ニ タ ー
の た め に 赤 － 緑 － 青 (Ｒ Ｇ Ｂ )色 空 間 で フ ォ ー マ ッ ト さ れ た 色 画 像 デ ー タ の 、 プ ロ フ ァ イ ル
接 続 空 間 (Ｐ Ｃ Ｓ )と 呼 ば れ る 装 置 独 立 の 色 空 間 へ の 変 換 、 及 び そ の 後 の 、 カ ラ ー ・ プ リ ン
タ の た め の 、 Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 空 間 で フ ォ ー マ ッ ト さ れ た 色 画 像 デ ー タ へ の 変 換 を 要 求 す る 。
　 計 算 の 制 限 の 結 果 と し て 、 ク リ ー ン な 主 の 、 及 び ／ 又 は 、 第 ２ の 出 力 カ ラ ー 、 を 生 成 す
る こ と は 困 難 で あ り 得 る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 プ ロ フ ァ イ ル 接 続 空 間 （ Ｐ Ｃ Ｓ ： profile connection space） 値 を 、 目 的 地 の （ destin
ation） 色 空 間 値 に 変 換 す る 方 法 で あ っ て 、 Ｐ Ｃ Ｓ 値 を 使 用 し て 、 ３ 次 元 の 各 々 の 中 で （
０ ＋ Ｉ Ｎ Ｔ － Ｅ ０ ） か ら （ Ｍ Ａ Ｘ － Ｉ Ｎ Ｔ ＋ Ｅ １ ） の 範 囲 を 持 つ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル
入 力 を 生 成 す る ス テ ッ プ 、 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 入 力 及 び ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル を 用
い て 、 目 的 地 の 色 空 間 値 を 生 成 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル が 、 Ｇ ×
Ｇ × Ｇ 節 点 を 含 み 、 （ Ｇ － ２ ） × （ Ｇ － ２ ） × （ Ｇ － ２ ） 節 点 を 持 つ 内 側 部 分 、 及 び 、 内
側 部 分 を 囲 む [Ｇ × Ｇ × Ｇ － （ Ｇ － ２ ） × （ Ｇ － ２ ） × （ Ｇ － ２ ） ]節 点 を 持 つ 外 側 部 分 、
を 含 む も の で あ り 、 外 側 部 分 の 節 点 が 、 内 側 部 分 の 、 対 応 す る 最 も 外 側 の 節 点 の 複 製 を 備
え る も の で あ る 、 ス テ ッ プ を 含 み 、 Ｉ Ｎ Ｔ が 、 前 記 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル の グ リ ッ ド 間
隔 で あ り 、 Ｅ ０ と Ｅ １ の 各 々 が 、 Ｉ Ｎ Ｔ よ り 小 さ く 、 Ｍ Ａ Ｘ が 正 の 整 数 で あ る 方 法 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム 内 で こ こ に 開 示 さ れ る 色 変 換 パ イ プ ラ イ ン が 利 用 さ れ
る 、 当 該 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム 10の 実 施 例 の 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ
ス テ ム は 、 プ ロ セ ッ サ 11、 リ ー ド ・ オ ン リ ー ・ メ モ リ 13、 ラ ン ダ ム ・ ア ク セ ス ・ メ モ リ 15
、 デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ の よ う な 大 容 量 記 憶 装 置 17や 、 Ｄ Ｖ Ｄ ド ラ イ ブ の よ う な 取 外 し 可 能
な 記 憶 装 置 19、 を 含 む 。 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム は 更 に 、 例 え ば カ ラ ー ・ モ ニ タ で 有 り 得
る デ ィ ス プ レ イ 21、 ユ ー ザ ・ コ マ ン ド を 入 力 す る た め の キ ー ボ ー ド 又 は タ ッ チ ・ パ ッ ド の
よ う な 入 力 装 置 23、 デ ィ ス プ レ イ 21の 上 に 表 示 さ れ た グ ラ フ カ ル ・ ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ
ー ス 又 は 他 の オ ブ ジ ェ ク ト に ポ イ ン テ ィ ン グ し 、 そ れ を 操 作 す る た め の 、 マ ウ ス 又 は ト ラ
ッ ク ボ ー ル の よ う な ポ イ ン テ ィ ン グ 装 置 25、 を 含 む 。 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム 10は 、 例 え
ば 、 ロ ー カ ル ・ エ リ ア ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 プ リ ン タ 27に 接 続 さ れ 得 る 。 コ ン ピ ュ ー
タ ・ シ ス テ ム 10は 、 ス キ ャ ナ 29に も 接 続 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ２ は 、 ソ ー ス の 装 置 従 属 の 色 空 間 Ｓ Ｃ Ｓ 入 力 値 を 、 出 力 目 的 装 置 従 属 の 色 空 間 Ｄ Ｓ Ｃ
出 力 値 に マ ッ プ 又 は 変 換 す る た め に 採 用 さ れ 得 る 色 変 換 パ イ プ ラ イ ン の 実 施 例 の 概 略 ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。 ソ ー ス 装 置 色 空 間 Ｓ Ｃ Ｓ は 、 カ ラ ー ・ モ ニ タ の よ う な 表 示 装 置 の た め に 、
フ ォ ー マ ッ ト 又 は 構 成 さ れ 得 る 一 方 、 目 的 装 置 の 色 空 間 Ｄ Ｃ Ｓ は 、 プ リ ン タ の よ う な ハ ー
ド コ ピ ー 装 置 の た め に フ ォ ー マ ッ ト 或 い は 構 成 さ れ 得 る 。 ソ ー ス 装 置 の 色 空 間 の 例 は 、 Ｒ
Ｇ Ｂ (赤 － 緑 － 青 )で あ り 得 る 一 方 、 目 的 装 置 色 空 間 の 例 は 、 Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ (シ ア ン -マ ゼ ン タ -
黄 色 -黒 )で あ り 得 る 。 従 っ て 、 例 え ば 、 カ ラ ー ・ モ ニ タ の た め に フ ォ ー マ ッ ト さ れ た Ｒ Ｇ
Ｂ 入 力 色 デ ー タ は 、 プ リ ン タ の た め に フ ォ ー マ ッ ト さ れ た Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 出 力 色 デ ー タ に マ ッ プ
さ れ 、 或 い は 、 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 色 空 間 変 換 パ イ プ ラ イ ン は 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム の 色 管 理 モ ジ
ュ ー ル (Ｃ Ｍ Ｍ )で 、 或 い は 、 例 え ば 、 Ｉ Ｃ Ｃ 作 業 フ ロ ー に 従 う ア プ リ ケ ー シ ョ ン で 実 施 さ
れ 得 る 。 参 照 の 容 易 化 の た め に 、 本 開 示 は 、 ソ ー ス 装 置 従 属 の Ｒ Ｇ Ｂ 色 空 間 及 び 目 的 装 置
従 属 の Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 色 空 間 の 文 脈 内 に あ り 、 他 の 色 空 間 が 採 用 さ れ 得 る こ と が 理 解 さ れ る べ き
で あ る 。
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　 色 変 換 パ イ プ ラ イ ン は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 の よ う な ソ ー ス 装 置 従 属 の 色 空 間 入 力 値 を 、 プ ロ フ ァ
イ ル 接 続 空 間 (Ｐ Ｃ Ｓ )値 Ｘ Ｙ Ｚ に マ ッ プ 又 は 変 換 す る 、 装 置 か ら Ｐ Ｃ Ｓ へ の プ ロ フ ァ イ ル
30を 含 む 。 装 置 か ら Ｐ Ｃ Ｓ へ の プ ロ フ ァ イ ル 30は 、 例 え ば 、 色 調 の (tonal)再 製 カ ー ブ (Ｔ
Ｒ Ｃ ｓ )31、 及 び 、 ３ × ３ マ ト リ ッ ク ス 33を 採 用 し 得 る 。 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 31は 、 Ｐ Ｃ Ｓ 　 Ｘ Ｙ Ｚ
値 を 生 成 す る た め に マ ト リ ッ ク ス 33に よ っ て 乗 算 さ れ た 、 調 整 さ れ た ソ ー ス 装 置 色 空 間 値
を 提 供 す る 。 装 置 か ら Ｐ Ｃ Ｓ へ の プ ロ フ ァ イ ル 30は 、 装 置 特 有 の プ ロ フ ァ イ ル (例 え ば 、
特 定 の ス キ ャ ナ 又 は モ ニ タ の た め の )で あ り 得 る か 、 或 い は 、 そ れ は 、 ｓ Ｒ Ｇ Ｂ の よ う な
準 (quasi)ス タ ン ダ ー ド 装 置 色 空 間 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 色 変 換 パ イ プ ラ イ ン は 更 に 、 Ｐ Ｃ Ｓ 値 を 、 Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ の よ う な 目 的 装 置 従 属 の 色 出 力 値 に
マ ッ プ 或 い は 変 換 す る 、 Ｐ Ｃ Ｓ か ら 装 置 へ の プ ロ フ ァ イ ル 40を 含 む 。 Ｐ Ｃ Ｓ か ら 装 置 へ の
プ ロ フ ァ イ ル 40は 、 ３ × ３ マ ト リ ッ ク ス 41、 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 43、 補 間 器 (interpolator)45、
及 び 、 出 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 47を 含 む 。 ３ × ３ マ ト リ ッ ク ス 41は 、 Ｐ Ｃ Ｓ 値 を 、 中 間 目 的 地 (desti
nation)装 置 の 色 空 間 Ｉ Ｃ Ｓ に マ ッ プ し 、 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 43は 、 中 間 目 的 地 装 置 の 色 値 を 調
整 し て 、 調 整 さ れ た 中 間 色 値 を 、 Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ の よ う な 目 的 地 装 置 の 色 空 間 値 に マ ッ プ す る 補
間 器 45へ の 入 力 を 提 供 す る 。 目 的 地 装 置 の 色 空 間 値 は 、 調 整 さ れ た 目 的 地 装 置 の 色 空 間 値
を 提 供 す る た め に 、 出 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 47に 従 っ て 調 整 さ れ 得 る 。
　 補 間 器 45は 、 Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ の よ う な 目 的 地 装 置 の 色 値 を 含 む カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ
ル 145を 採 用 す る 。 テ ー ブ ル 内 の 各 Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 値 は 、 節 点 (node)と 呼 ば れ 得 、 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 4
3に よ っ て 提 供 さ れ た 、 Ｔ Ｒ Ｃ 調 整 さ れ た 中 間 色 空 間 Ｉ Ｃ Ｓ 内 の 対 応 す る 位 置 の た め の Ｃ
Ｍ Ｙ Ｋ 値 を 含 む 。 節 点 (nodes)の 間 の 値 (即 ち 、 節 点 (nodes)と 対 応 付 け ら れ た Ｐ Ｃ Ｓ 値 の
間 の 、 調 整 さ れ た Ｐ Ｃ Ｓ 値 に 対 す る Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 値 )は 、 補 間 を 用 い て 計 算 さ れ る 。 Ｐ Ｃ Ｓ か
ら 装 置 へ の プ ロ フ ァ イ ル 40は 、 例 え ば 、 特 定 の プ リ ン タ に 特 有 で あ り 得 、 適 切 な 目 的 地 装
置 の 色 空 間 値 (例 え ば 、 Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ )(こ れ に よ っ て 、 出 力 装 置 が 、 Ｐ Ｃ Ｓ 　 Ｘ Ｙ Ｚ デ ー タ に
よ っ て 指 定 さ れ た 色 を 生 成 す る こ と に な る )を 生 成 す る 。 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ の 出 力 は 、 カ ラ ー
・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 145か ら デ ー タ を 得 る た め に 、 補 間 器 45に よ っ て 利 用 さ れ る の
で 、 そ れ は 、 カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル へ の 入 力 と し て 、 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ の 出 力 へ 参 照 す
る た め に 便 利 で あ り 得 、 そ し て 、 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ の 値 の 範 囲 は 、 入 力 範 囲 と 呼 ば れ 得 る 。 入 力 Ｔ
Ｒ Ｃ ｓ は 、 テ ー ブ ル と し て 実 装 さ れ 得 、 入 力 テ ー ブ ル と 呼 ば れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｐ Ｃ Ｓ か ら 装 置 へ の プ ロ フ ァ イ ル 40の カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 145の 色 空 間 は
、 例 え ば 、 補 間 器 45の 入 力 範 囲 が ソ ー ス 装 置 の 色 空 間 Ｓ Ｃ Ｓ 入 力 の 範 囲 に 対 応 す る よ う な
形 で 、 ソ ー ス 装 置 の 色 空 間 Ｓ Ｃ Ｓ と 整 列 (aligned with)さ れ 得 る 。 こ れ は 、 例 え ば 、 目 的
地 装 置 プ ロ フ ァ イ ル 40の ３ × ３ マ ト リ ッ ク ス が 、 ソ ー ス 装 置 プ ロ フ ァ イ ル 30の ３ × ３ マ ト
リ ッ ク ス 33の 逆 (inverse)と な る よ う に 構 成 し 、 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 43が 、 ソ ー ス 装 置 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 3
1の 逆 と な る よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 実 現 さ れ 得 る 。 こ の や り 方 で 、 Ｐ Ｃ Ｓ 値 は 、
マ ト リ ッ ク ス 33の 逆 で あ る マ ト リ ッ ク ス 41に よ っ て 乗 算 さ れ る 。 そ し て 、 マ ト リ ッ ク ス 41
に よ る 乗 算 の 結 果 は 、 ソ ー ス 装 置 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 31の 逆 で あ る 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 43に よ っ て 、 調 整 さ
れ 、 或 い は 、 線 形 化 さ れ る 。
　 従 っ て 、 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 43の 出 力 は 、 ほ ぼ 、 例 え ば 、 入 力 Ｒ Ｇ Ｂ 値 の 近 似 複 製 (approxima
te replicas)、 或 い は 、 入 力 Ｒ Ｇ Ｂ 値 の 近 似 ス ケ ー ル さ れ た 複 製 、 を 備 え る 入 力 Ｒ Ｇ Ｂ 値
に 対 応 す る 。 換 言 す れ ば 、 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 43の 出 力 は 、 処 理 に よ っ て 導 入 さ れ た い く ら か の
誤 差 項 を 伴 っ た 、 入 力 Ｒ Ｇ Ｂ 値 の 処 理 さ れ た バ ー ジ ョ ン 、 或 い は 、 ス ケ ー ル さ れ た バ ー ジ
ョ ン に よ っ て 導 入 さ れ た い く ら か の 誤 差 項 (error terms)を 伴 っ た 入 力 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 含 み 得
る 。 に よ っ て 、 例 示 的 説 明 に よ っ て 、 入 力 Ｒ Ｇ Ｂ 値 は 、 ８ ビ ッ ト ・ デ ー タ で あ り 得 る 一 方
、 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ の 値 は 、 ８ ビ ッ ト 又 は １ ６ ビ ッ ト ・ デ ー タ で あ り 得 る 。 従 っ て 、 カ ラ ー ・
ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 145は 、 例 え ば Ｒ Ｇ Ｂ 値 を Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 値 に マ ッ プ す る ル ッ ク ア ッ プ
・ テ ー ブ ル を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 目 的 地 装 置 プ ロ フ ァ イ ル 40の カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 145は 、 よ り 特 別 に 、 最
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も 外 側 の グ リ ッ ド 点 又 は 節 点 に 含 ま れ る デ ー タ が 、 次 に 最 も 外 側 の (next to outermost)
節 点 (即 ち 、 最 も 外 側 の 節 点 に 最 も 近 い 内 部 節 点 )の 複 製 で あ る よ う な 形 で 、 拡 張 さ れ た (e
xpanded)或 い は バ ッ フ ァ さ れ た 、 カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル と し て 構 成 さ れ 得 る 。
バ ッ フ ァ さ れ た カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 145は 、 外 側 の 部 分 が 内 側 部 分 を 囲 み 、
内 側 部 分 の 最 も 近 い 節 点 の 複 製 を 含 む よ う な 形 で 、 内 部 領 域 又 は 部 分 (portion)及 び 外 側
領 域 又 は 部 分 を 含 み 得 る 。 換 言 す れ ば 、 外 側 部 分 の 節 点 は 、 内 側 部 分 の 最 も 外 側 の 節 点 の
複 製 で あ る 。 説 明 的 な 例 に よ っ て 、 外 側 の 部 分 は 、 外 側 の 部 分 の 節 点 と 対 応 付 け ら れ た イ
ン デ ッ ク ス 或 い は ア ド レ ス が 、 内 側 部 分 の 最 も 外 側 の 節 点 か ら 間 隔 を 空 け ら れ 、 特 定 の 内
側 部 分 の 最 も 外 側 の 節 点 の 位 置 に 依 存 し て 、 そ れ ら が 、 一 つ あ る い は そ れ 以 上 の 軸 に 沿 っ
た １ つ の グ リ ッ ド 間 隔 Ｉ Ｎ Ｔ に よ っ て 複 製 す る よ う に 、 １ つ の 節 点 の 層 を 含 む 。
　 図 ３ は 、 一 般 的 に 平 行 四 辺 形 形 状 の 参 照 境 界 245Ｂ の 上 に 、 或 い は 、 そ の 内 側 に 節 点 を
備 え る 、 内 部 部 分 245Ａ 、 及 び 、 一 般 的 に 平 行 四 辺 形 形 状 の 境 界 245Ｂ の 外 側 に 節 点 を 備 え
、 内 側 部 分 245Ａ を 囲 む 外 側 部 分 245Ｃ を 含 む 、 ２ 次 元 バ ッ フ ァ さ れ た ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー
ブ ル 245の 概 略 的 説 明 で あ る 。 外 側 部 分 245Ｃ の 節 点 は 、 内 側 部 分 245Ａ の 最 も 外 側 の 節 点
か ら 、 外 側 部 分 245Ｃ の 複 製 節 点 に 引 か れ る 矢 印 に よ っ て 示 さ れ る よ う に 、 内 側 部 分 245Ａ
の 最 も 外 側 の 節 点 を 複 製 す る 。 換 言 す れ ば 、 内 側 部 分 245Ａ の 最 も 外 側 の 節 点 に 含 ま れ る
デ ー タ は 、 外 側 の 部 分 245Ｃ の 節 点 で 複 製 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ４ は 、 内 側 直 線 参 照 ボ ッ ク ス 345Ｂ の 上 、 或 い は そ の 内 側 に 節 点 を 備 え る 、 内 側 部 分 3
45Ａ 、 及 び 、 内 側 部 分 345Ａ を 囲 む 外 側 直 線 参 照 ボ ッ ク ス 345Ｄ の 上 の 節 点 を 備 え る 外 側 部
分 345Ｃ 、 を 含 む ３ 次 元 直 線 (rectilinear)グ リ ッ ド と し て の 、 ３ 次 元 バ ッ フ ァ さ れ た カ ラ
ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 345の 概 略 的 斜 視 図 で あ る 。 内 側 部 分 345Ａ の 節 点 は 、 中 空 の
ド ッ ト と し て 示 さ れ る 一 方 、 外 側 部 分 の 節 点 は 、 黒 塗 り の (solid)ド ッ ト と し て 示 さ れ る
。 黒 塗 り と 中 空 の ド ッ ト は 、 外 側 直 線 ボ ッ ク ス 345Ｄ の 正 面 の 表 面 か ら の 距 離 に 従 っ て よ
り 小 さ く な る 。 外 側 部 分 345Ｃ の 節 点 に 元 も 近 い 、 内 側 部 分 節 点 は 、 直 線 ボ ッ ク ス 345Ｂ の
上 に あ り 、 外 側 部 分 345Ｃ の 節 点 で 複 製 さ れ る 。 よ り 詳 し く 、 内 側 直 線 ボ ッ ク ス 345Ｂ の 角
に お け る 各 接 点 は 、 外 側 部 分 内 の ７ つ の 節 点 に お い て 複 製 さ れ 、 内 側 直 線 ボ ッ ク ス 345Ｂ
の 角 の 間 の 端 部 に 沿 っ た 各 接 点 は 、 外 側 部 分 内 の ３ つ の 節 点 に お い て 複 製 さ れ 、 端 部 (edg
es)及 び 角 (corners)の 間 の 内 側 直 線 ボ ッ ク ス 345Ｂ の 表 面 の 上 の 各 接 点 は 、 外 側 部 分 内 の
１ つ の 節 点 に お い て 複 製 さ れ る 。 従 っ て 、 外 側 の 単 一 の 層 、 或 い は 、 バ ッ フ ァ 部 分 の 説 明
的 な 例 に 対 し て 、 バ ッ フ ァ さ れ た ３ 次 元 の Ｇ × Ｇ × Ｇ カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル は
、 (Ｇ － ２ )× (Ｇ － ２ )× (Ｇ － ２ )の 内 側 部 分 を 持 つ こ と に な ろ う 。 外 側 部 分 は 、 [Ｇ × Ｇ
× Ｇ － (Ｇ － ２ )× (Ｇ － ２ )× (Ｇ － ２ )]の 節 点 を 持 つ こ と に な ろ う 。
　 バ ッ フ ァ さ れ た カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 145の 各 軸 に 沿 っ た 節 点 と 対 応 付 け ら
れ た イ ン デ ッ ク ス 或 い は ア ド レ ス は 、 例 え ば 、 実 質 的 に 一 定 の 又 は 均 一 の Ｉ Ｎ Ｔ の グ リ ッ
ド 間 隔 を 伴 っ て 、 ０ か ら Ｍ Ａ Ｘ で あ り 得 る 。 Ｍ Ａ Ｘ は 、 正 の 整 数 で あ り 得 、 一 般 的 に 、 ２
N － １ で あ り 得 る 。 こ こ で 、 Ｎ は 、 色 変 換 パ イ プ ラ イ ン に 依 存 し て 、 例 え ば ８ 又 は １ ６ 又
は ２ ４ で あ り 得 る 。 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル の １ つ の 次 元 に 沿 っ た 節 点 445の 代 表 (repres
entative)ラ イ ン の た め に 図 ５ に 概 略 的 に 説 明 さ れ る よ う に 、 最 も 外 側 の 節 点 が 、 最 も 近
い 内 側 節 点 の 複 製 を 備 え る よ う な 、 説 明 的 例 示 の た め に 、 複 製 さ れ た 節 点 は 、 対 応 付 け ら
れ た 、 少 な く と も １ つ の 軸 に 沿 っ た ０ ＋ Ｉ Ｎ Ｔ 又 は Ｍ Ａ Ｘ － Ｉ Ｎ Ｔ の イ ン デ ッ ク ス を 持 つ
こ と に な る で あ る 一 方 、 複 製 節 点 は 、 対 応 付 け ら れ た 、 少 な く と も １ つ の 軸 に 沿 っ た 、 ０
又 は Ｍ Ａ Ｘ の イ ン デ ッ ク ス を 持 つ こ と に な ろ う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 Ｐ Ｃ Ｓ か ら 装 置 へ の プ ロ フ ァ イ ル 40の 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 43は 、 Ｔ Ｒ Ｃ 値 が 、 ０ か ら Ｍ Ａ Ｘ の
ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル ・ イ ン デ ッ ク ス 範 囲 よ り 小 さ く 、 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル の 内 側
部 分 に 対 す る 、 ０ ＋ Ｉ Ｎ Ｔ か ら Ｍ Ａ Ｘ － Ｉ Ｎ Ｔ の イ ン デ ッ ク ス 範 囲 よ り 大 き い 、 各 次 元 に
沿 っ た 範 囲 を 持 つ よ う に 構 成 さ れ た 補 間 器 (interpolator)45へ の 入 力 を 提 供 す る た め に 構
成 さ れ 得 る 。 例 え ば 、 Ｔ Ｒ Ｃ 値 は 、 （ ０ ＋ Ｉ Ｎ Ｔ － Ｅ Ｏ ） か ら （ Ｍ Ａ Ｘ － Ｉ Ｎ Ｔ ＋ Ｅ １ ）
の 、 各 次 元 内 の 範 囲 を 持 ち 得 る 。 こ こ で 、 Ｅ ０ 及 び Ｅ １ の 各 々 は 、 例 え ば 、 ル ッ ク ア ッ プ
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・ テ ー ブ ル の グ リ ッ ド 間 隔 Ｉ Ｎ Ｔ よ り 小 さ い 、 比 較 的 小 さ い 数 で あ り う る 。 カ ラ ー ・ ル ッ
ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル の １ つ の 次 元 に 沿 っ た 節 点 445の 代 表 ラ イ ン に つ い て 、 こ の 概 念 は 、
概 略 的 に 図 ５ に 説 明 さ れ る 。 こ の ラ イ ン は 、 外 側 部 分 節 点 445Ｃ の 間 に 配 置 さ れ た 、 内 側
部 分 節 点 445Ａ を 含 む 。 内 側 部 分 節 点 445Ａ は 、 １ つ の 次 元 に 沿 っ た 、 バ ッ フ ァ さ れ た カ ラ
ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル の 内 側 部 分 （ portion） の 節 点 の ラ イ ン を 備 え る 一 方 、 外 側
部 分 節 点 445Ｃ は 、 １ つ の 次 元 に 沿 っ た 、 バ ッ フ ァ さ れ た カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ
ル の 外 側 部 分 の 節 点 を 備 え る 。 外 側 部 分 節 点 445Ｃ は 、 外 側 部 分 節 点 445Ｃ に 最 も 近 い 内 側
部 分 節 点 445Ａ を 複 製 す る 。 そ の よ う な 、 最 も 近 い 節 点 は 、 外 側 部 分 節 点 445Ｃ に す ぐ に 隣
接 す る 内 側 部 分 節 点 445Ｃ で あ る 。 節 点 の 全 体 ラ イ ン に 対 す る イ ン デ ッ ク ス 範 囲 は 、 ０ か
ら Ｍ Ａ Ｘ ま で で あ る 一 方 、 内 側 部 分 節 点 の イ ン デ ッ ク ス 範 囲 は 、 ０ ＋ Ｉ Ｎ Ｔ か ら Ｍ Ａ Ｘ －
Ｉ Ｎ Ｔ ま で で あ る 。 こ こ で 、 Ｉ Ｎ Ｔ は 、 グ リ ッ ド 間 隔 で あ る 。
　 或 い は 、 Ｔ Ｒ Ｃ 値 は 、 ０ か ら （ Ｍ Ａ Ｘ － Ｉ Ｎ Ｔ ＋ Ｅ １ ） の 、 或 い は 、 （ ０ ＋ Ｉ Ｎ Ｔ － Ｅ
０ ） か ら Ｍ Ａ Ｘ の 、 各 次 元 内 の 範 囲 を 持 ち 得 る 。 こ の や り 方 で 、 入 力 範 囲 （ 即 ち 、 Ｔ Ｒ Ｃ
値 の 範 囲 ） は 、 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル の 内 側 部 分 と 重 な る 。
　 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ の 範 囲 は 、 バ ッ フ ァ さ れ た カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 145の イ ン デ
ッ ク ス 範 囲 よ り 小 さ く 、 バ ッ フ ァ さ れ た カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 145の 内 側 部 分
に 重 な る の で 、 計 算 誤 差 は 、 主 （ primary） 出 力 カ ラ ー に 対 す る リ ク エ ス ト が 、 一 貫 し て
主 出 力 カ ラ ー 内 に 結 果 を も た ら す 傾 向 を 持 つ よ う に 、 バ ッ フ ァ さ れ る 。 こ れ は 、 バ ッ フ ァ
さ れ た カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル の 内 側 部 分 の 外 側 の 補 間 器 へ の 入 力 が 、 バ ッ フ ァ
さ れ た カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル の 内 側 部 分 の 外 側 表 面 上 の 入 力 に 対 す る も の と 同
じ 出 力 で あ る 補 間 器 出 力 を 生 成 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 再 ス ケ ー ル さ れ た 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 43及 び バ ッ フ ァ さ れ た カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル
145は 、 最 初 に 、 バ ッ フ ァ さ れ て お ら ず 、 ０ か ら Ｍ Ａ Ｘ の イ ン デ ッ ク ス 範 囲 を 持 つ 、 入 力
Ｔ Ｒ Ｃ ｓ 及 び カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル を 生 成 す る こ と に よ っ て 生 成 さ れ 得 る 。 カ
ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル は 拡 張 さ れ て 、 オ リ ジ ナ ル の （ originating） カ ラ ー ・ ル
ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 内 で 最 も 外 側 の 節 点 で あ っ た も の を 複 製 す る 最 も 外 側 の 節 点 を 含 む
一 方 、 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ は 、 ス ケ ー ル さ れ て 、 オ リ ジ ナ ル の カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル
に 対 応 す る 、 拡 張 さ れ た 或 い は バ ッ フ ァ さ れ た ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル の 節 点 を わ ず か に
越 え て 延 び る 範 囲 を 持 つ 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ６ は 、 例 え ば 、 入 力 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 、 出 力 Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ 値 に マ ッ プ す る た め に 構 成 さ れ た （ Ｇ
－ ２ ） × （ Ｇ － ２ ） × （ Ｇ － ２ ） カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル か ら 、 バ ッ フ ァ さ れ た
Ｇ × Ｇ × Ｇ カ ラ ー ・ ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル （ Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ ） を 生 成 す る た め 、 及 び 、 入 力 Ｔ
Ｒ Ｃ ｓ を ス ケ ー リ ン グ す る た め の 手 順 の 実 施 例 の 概 略 フ ロ ー 図 を 示 す 。 オ リ ジ ネ ー テ ィ ン
グ （ originating） の Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ は 、 ア レ イ 又 は テ ー ブ ル Ｌ 内 に 記 憶 さ れ る 一 方 、 バ ッ フ ァ
さ れ た Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ は 、 ア レ イ 又 は テ ー ブ ル Ｌ ’ 内 に 記 憶 さ れ る 。 オ リ ジ ネ ー テ ィ ン グ （ orig
inating） の 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ は 、 入 力 ア レ イ 又 は テ ー ブ ル Ｔ ｕ ’ 内 に あ る 一 方 、 ス ケ ー ル さ
れ た Ｔ Ｒ Ｃ ｓ は 、 入 力 ア レ イ 又 は テ ー ブ ル Ｔ ｕ 内 に あ る 。 オ リ ジ ネ ー テ ィ ン グ の 及 び ス ケ
ー ル さ れ た Ｔ Ｒ Ｃ ｓ の 各 々 は 、 ｔ 値 を 含 む 。
　 １ １ ２ に お い て 、 各 軸 又 は 次 元 に 沿 っ た 、 オ リ ジ ネ ー テ ィ ン グ の Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ の 節 点 の ナ ン
バ ー （ number） が 、 変 数 Ｇ ’ に よ っ て 指 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 １ １ ３ に お い て 、 ｎ が 、 オ リ ジ ネ ー テ ィ ン グ の 、 及 び バ ッ フ ァ さ れ た Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ ｓ の た め
の 入 力 軸 の ナ ン バ ー （ こ の 実 施 例 に 対 し て 、 こ れ は ３ で あ る ） に 設 定 さ れ 、 ｍ が 、 出 力 軸
（ 即 ち 、 出 力 次 元 ） の ナ ン バ ー に 設 定 さ れ 、 オ リ ジ ネ ー テ ィ ン グ の Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ が 、 （ Ｇ ’ ）
3 ｍ の サ イ ズ の 単 一 の 次 元 的 ア レ イ Ｌ ’ と し て 記 憶 さ れ る 。 ア レ イ Ｌ ’ 内 の 各 要 素 （ eleme
nt） は 、 非 負 の （ non-negative） ス カ ラ ー 値 （ scalar value） で あ る 。 Tiは 、 ｉ 番 め の 軸
の た め の ｔ 値 の オ リ ジ ネ ー テ ィ ン グ の 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ で あ り 、 各 オ リ ジ ネ ー テ ィ ン グ の Ｔ Ｒ Ｃ
値 は 、 定 数 Ｍ Ａ Ｘ よ り 小 さ い 、 或 い は 、 そ れ と 等 し い 、 非 負 の ス カ ラ ー 値 で あ り 得 る 。
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　 １ １ ４ に お い て 、 Ｇ が 、 バ ッ フ ァ さ れ た Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ の た め の 軸 当 り の 節 点 の ナ ン バ ー に 設
定 さ れ 、 バ ッ フ ァ さ れ た Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ に 対 す る 第 １ の イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ ｉ は 、 ０ に 初 期
化 さ れ る 。 バ ッ フ ァ さ れ た Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ は 、 軸 当 り 、 余 分 の （ extra） ２ つ の 節 点 を 持 つ こ と
に な り 、 従 っ て 、 Ｇ ＝ Ｇ ’ ＋ ２ で あ る 。
　 １ １ ５ に お い て 、 式 ｉ ’ ＝ Ｍ ａ ｘ （ ０ ,Ｍ ｉ ｎ （ Ｇ ’ － １ ,ｉ － １ ） ） を 用 い て 、 ｉ ’ の
値 が ｉ か ら 計 算 さ れ る 。 こ こ で 、 ｉ ’ は 、 オ リ ジ ネ ー テ ィ ン グ の Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ の た め の 第 １ の
イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ で あ る 。 ま た 、 バ ッ フ ァ さ れ た Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ に 対 す る 第 ２ の イ ン デ ッ
ク ス ・ カ ウ ン タ ｊ は 、 ０ に 初 期 化 さ れ る 。
　 １ １ ６ に お い て 、 式 ｊ ’ ＝ Ｍ ａ ｘ （ ０ ,Ｍ ｉ ｎ （ Ｇ ’ － １ ,ｊ － １ ） ） を 用 い て 、 ｊ か ら
ｊ ’ の 値 が 、 計 算 さ れ る 。 こ こ で 、 ｊ ’ は 、 オ リ ジ ネ ー テ ィ ン グ の Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ の た め の 第 ２
の イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ で あ る 。 ま た 、 バ ッ フ ァ さ れ た Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ に 対 す る 第 ３ の イ ン デ
ッ ク ス ・ カ ウ ン タ ｋ は 、 ０ に 初 期 化 さ れ る 。
　 １ １ ７ に お い て 、 式 ｊ ’ ＝ Ｍ ａ ｘ （ ０ ,Ｍ ｉ ｎ （ Ｇ ’ － １ ,ｊ － １ ） ） を 用 い て 、 ｊ ’ の
値 が 、 ｊ か ら 計 算 さ れ る 。 こ こ で 、 ｊ ’ は 、 オ リ ジ ネ ー テ ィ ン グ の Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ の た め の 第 ２
の イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ で あ る 。 ま た 、 出 力 次 元 カ ウ ン タ ｕ は 、 ０ に 初 期 化 さ れ る 。 オ
リ ジ ネ ー テ ィ ン グ の 及 び バ ッ フ ァ さ れ た Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ ｓ は 、 同 じ 出 力 次 元 を 持 ち 、 そ れ 故 、 同
じ 出 力 次 元 カ ウ ン タ を 用 い る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ １ ８ に お い て 、 バ ッ フ ァ さ れ た Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ 　 Ｌ が 設 置 さ れ る （ populated） 。 オ リ ジ ネ
ー テ ィ ン グ の Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ の 内 側 節 点 は 、 バ ッ フ ァ さ れ た Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ に 、 一 回 だ け 複 製 さ れ る 一
方 、 オ リ ジ ネ ー テ ィ ン グ の Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ の 外 側 表 面 の 上 の 節 点 は 、 バ ッ フ ァ さ れ た Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ に
、 複 数 回 複 製 さ れ る 。 バ ッ フ ァ さ れ た Ｃ Ｌ Ｕ Ｔ ア レ イ Ｌ は 、 （ Ｇ ） 3 ｍ の サ イ ズ の 単 一 の
次 元 の ア レ イ で あ り 得 る 。 ア レ イ Ｌ 及 び Ｌ ’ は 例 え ば 、 業 界 ス タ ン ダ ー ド の パ ッ キ ン グ ・
オ ー ダ ー （ packing order） に 従 っ て 、 そ れ ぞ れ の 、 多 次 元 ハ ッ シ ュ 関 数 ａ 及 び ａ ’ を 通
じ て ア ク セ ス さ れ 得 る 。
　 １ １ ９ に お い て 、 出 力 次 元 カ ウ ン タ ｕ が １ だ け 増 加 さ れ る 。
　 １ ２ ０ に お い て 、 ｕ は ｍ と 比 較 さ れ る 。 こ れ は 、 出 力 次 元 カ ウ ン タ ・ ル ー プ に 対 す る フ
ロ ー 制 御 （ flow control） で あ る 。 も し 、 ｕ ＜ ｍ な ら ば 、 １ １ ８ に お い て 処 理 は 継 続 す る
。 さ も な け れ ば 、 処 理 は １ ２ １ に 続 く 。
　 １ ２ １ に お い て 、 第 ３ の イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ ｋ が １ だ け 増 加 さ れ る 。
　 １ ２ ２ に お い て 、 ｋ は 、 Ｇ と 比 較 さ れ る 。 こ れ は 、 第 ３ の イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ ・ ル
ー プ の た め の フ ロ ー 制 御 で あ る 。 も し 、 ｋ ＜ Ｇ な ら ば 、 処 理 は 、 １ １ ７ に お い て 継 続 す る
。 さ も な け れ ば 、 処 理 は 、 １ ２ ４ に お い て 継 続 す る 。
　 １ ２ ４ に お い て 、 第 ２ の イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ ｊ が 、 １ だ け 増 加 さ れ る 。
　 １ ２ ３ に お い て 、 ｊ は 、 Ｇ と 比 較 さ れ る 。 こ れ は 、 第 ２ の イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ ・ ル
ー プ の た め の フ ロ ー 制 御 で あ る 。 も し ｊ ＜ Ｇ な ら ば 、 処 理 は 、 １ １ ６ に お い て 継 続 す る 。
さ も な け れ ば 、 処 理 は 、 １ ２ ５ に お い て 継 続 す る 。
　 １ ２ ５ に お い て 、 第 １ の イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ ｉ が 、 １ だ け 増 加 さ れ る 。
　 １ ２ ６ に お い て 、 ｉ は Ｇ と 比 較 さ れ る 。 こ れ は 、 第 １ の イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ ・ ル ー
プ の た め の フ ロ ー 制 御 で あ る 。 も し ｉ ＜ Ｇ な ら ば 、 処 理 は 、 １ １ ５ に お い て 継 続 す る 。 さ
も な け れ ば 、 処 理 は 、 １ ２ ７ に お い て 継 続 す る 。
　 １ ２ ７ に お い て 、 入 力 次 元 （ dimension） カ ウ ン タ ｕ が ０ に 初 期 化 さ れ る 。
　 １ ２ ８ に お い て 、 イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ ｉ が ０ に 初 期 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ ３ ０ に お い て 、 Ｔ Ｒ Ｃ ｓ の 入 力 範 囲 が 調 整 さ れ る 。 Ｔ 0 Ｔ 1 Ｔ 2 は 、 新 し い 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ
ｓ で あ り 、 そ の そ れ ぞ れ は 、 長 さ ｔ の １ 次 元 ア レ イ で あ り 得 る 。 ス ケ ー ル さ れ た 入 力 Ｔ Ｒ
Ｃ 値 が 、 オ リ ジ ネ ー テ ィ ン グ の 入 力 Ｔ Ｒ Ｃ 値 か ら 計 算 さ れ 、 Ｔ ｕ ア レ イ に 配 置 さ れ る 。
　 １ ３ １ に お い て 、 イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ ｉ が 、 １ だ け 増 加 さ れ る 。
　 １ ３ ２ に お い て 、 ｉ は 、 ｔ と 比 較 さ れ る 。 こ れ は 、 イ ン デ ッ ク ス ・ カ ウ ン タ ・ ル － プ の
た め の フ ロ ー 制 御 で あ る 。 も し ｉ ＜ ｔ な ら ば 、 処 理 は 、 １ ３ ０ に お い て 継 続 す る 。 さ も な
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け れ ば 、 処 理 は １ ３ ３ に お い て 継 続 す る 。
　 １ ３ ３ に お い て 、 入 力 次 元 カ ウ ン タ ｕ が １ だ け 増 加 さ れ る 。
　 １ ２ ９ に お い て 、 ｕ は ｎ と 比 較 さ れ る 。 こ れ は 、 入 力 次 元 カ ウ ン タ ・ ル ー プ の た め の フ
ロ ー 制 御 で あ る 。 も し ｕ ＜ ｎ な ら ば 、 処 理 は 、 １ ２ ８ に お い て 継 続 す る 。 さ も な け れ ば 、
処 理 は 、 終 了 す る 。
　 元 々 提 示 さ れ 、 そ し て 、 後 に 補 正 さ れ 得 る 請 求 項 は 、 現 在 予 測 で き な い 又 は 理 解 で き な
い も の を 含 み 、 例 え ば 、 出 願 人 ／ 特 許 権 者 及 び 他 の 者 か ら 産 ま れ 得 る 、 こ こ に 開 示 さ れ た
実 施 例 及 び 教 示 の 、 変 形 、 代 替 物 、 修 正 、 改 善 、 均 等 物 、 及 び 、 実 質 的 均 等 物 、 を 包 含 す
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム 内 で 、 こ こ に 開 示 さ れ た 色 変 換 パ イ プ ラ イ ン が 採 用 さ れ
る 当 該 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム の 実 施 例 の 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 色 変 換 パ イ プ ラ イ ン の 実 施 例 の 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 最 も 外 側 の 節 点 が 、 最 も 外 側 の 節 点 に 最 も 近 い 内 部 節 点 の 複 製 で あ る 、 ２ 次 元 バ
ッ フ ァ さ れ た ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル の 実 施 例 の 概 略 説 明 で あ る 。
【 図 ４ 】 最 も 外 側 の 節 点 が 、 最 も 外 側 の 節 点 に 最 も 近 い 内 部 節 点 の 複 製 で あ る 、 ３ 次 元 バ
ッ フ ァ さ れ た ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル の 実 施 例 の 概 略 説 明 で あ る 。
【 図 ５ 】 バ ッ フ ァ さ れ た 色 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル に 対 す る バ ッ フ ァ さ れ た 入 力 範 囲 を 説
明 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 バ ッ フ ァ さ れ た 色 ル ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ ル 及 び ス ケ ー ル さ れ た 入 力 ト ナ ル (tonal
)再 製 カ ー ブ の 生 成 の た め の 手 順 の 実 施 例 の 概 略 フ ロ ー 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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